
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ体育大会です。今年も新型コロナウイルス感染症拡大防止対応のため、例年の９月で

はなく、この時期になりました。全学年、体育の時間を中心に練習に励んできました。本番は尾倉

中生らしいはつらつとした演技を期待しています。 

どんな結果であれ、最後まで必死に頑張る姿こそが美しく、周りにそして自分自身に大きな感動

を与えるのです。なんとなく参加し、何となく競技を終える・・・どう思いますか？一生懸命の姿から

「感動」は生まれてきます。 

体育大会の意義は「みんなで頑張ったね」「楽しかった」という気持ちを全員でもてるかどうかと

いうところにあります。運動が得意な人も苦手な人も、みんなが同じ気持ちでよく頑張ったと感じる

ことができれば、体育大会は大成功です。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

① 部活動紹介 ➡ 運動部はユニフォームを着て集合します。ユニフォーム姿も最後です。 

② 未来へジャンプ（大縄跳び）➡ 協力することが大前提です。失敗した時にすぐに次に行けるか

が勝敗の分かれ目です。３年生はだんだん速くなってきました。この種目は３年生の「力」を下級

生に示すとても重要な種目です。協力して頑張りましょう。 

③ 学級全員リレー ➡ そのとき何位であっても一人ひとりが全力で走りきること。バトンをもらう

人は手を挙げて呼んでからスタートしましょう。また渡す人は「ハイ！」と声をかけて渡しましょう。

とにかくお互いを信頼することです。 

④ ダンス ➡ 尾倉中が引き継いでいける種目です。みんなが笑顔で踊っている姿がポイントです。

期待しています。 

⑤ ブロック対抗選抜リレー ➡ 自分のもっている最高の力を発揮し、ベストの走りをしましょう。リ

レー種目は、たとえ下位でも途中で諦めることなく全力で次の人につなぎましょう。最後まで何

が起こるかわかりません。 

 

 

 

 

  阿蘇山（熊本県）で２０日に発生した火砕流を伴う噴火は、マグマが噴出しない「水蒸気噴火」

だった可能性が高いことが、産業技術総合研究所による火山灰の分析で分かりました。水蒸気噴

火は、前兆現象がほとんどないまま突然起きることも多く、予測が難しいと言われています。 

さて、噴火と言えば、鹿児島の桜島も有名ですね。鹿児島県では、毎年夏になると桜島からの灰

が降るそうです。そして、毎年のように、その灰について「何とかして欲しい」という苦情の電話が県

庁に、たくさん来るそうです。火山のことなので、「何とかしてほしい」と言われても、対応は難しい

ですよね。 

あるとき、鹿児島県知事さんのところに酔っぱらった男から電話がかかってきました。いきなりそ

の男はこういいます。 

（男）「県は何をやっているんだ！」（知事）「何のことでしょう」と知事さんが言うと、（男）「なに！

桜島の灰のことだ。何とかしろ！」（知事）「何とかしたいのですがねえ」（男）「桜島に蓋（ふた）で

もしたらどうだ！！」 

すると知事さんは、落ち着いた声でこう返したそうです。「分かりました。あなたの言うとおりにし

ます。ただし、蓋（ふた）はあなたが作って下さいね」。 

似たような話は、一休さんでも読んだことがあるのではないでしょうか。将軍様と一休さんのやり

取りで、屏風から虎を出す話です。誰かから無理難題を押しつけられたとき、本気で返したら喧嘩

になってしまいます。かといって黙って相手の話を聞くのも腹が立ちます。こんなときにユーモアで

返せるといいですね。 

 

 

 

① 「古岡奨学生」と呼ばれる奨学生の案内が来ています。推薦の条件は、以下の通りです。受給

者の資格は、下記のとおりとなっています。 

⑴ 母子家庭の子女で、経済的理由により就学困難と認められること。（収入の基準額あり） 

⑵ 高等学校に進学し、志操堅固で向学心に富むこと。（評定の基準があります） 

⑶ 各都道府県公立中学校長会、又は各都道府県教育委員会の指導助言により構成した団体

の推薦を受けること。（希望したらすぐに奨学生になれるということではありません） 

⑷ その家庭から過去同奨学生が出ていないこと。 

なお、他の奨学金・育英資金の受給者であっても差し支えありません。詳しくは、「公益財団法人 

古岡奨学会」のHPを参考にしてください。また、この件について相談等があれば、今週中に学年

主任（冨田先生）まで連絡してください。 

② 体育大会開始前に、３年生の部活動生のみ、保護者が撮影することを許可します。時間は、８時

１５分から８時２５分の間です。詳細は一斉メールでもお知らせします。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
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協力 

尾倉中体育大会「OGLYMPIC2021」 

体育大会スローガン「限界突破」 

３年生の生徒・保護者の皆さまへ①古岡奨学生②体育大会 

阿蘇山中岳噴火に寄せて～ユーモアでお返し～ 


